
金型研磨作業自動化のシステム構築「 杵」 と 「 臼」 の金型

錠剤金型のト ッ プ企業のある「 悩み」

錠剤は、 薬材等の原材料を 上下から 金型（「 杵（ き ね）」

と「 臼（ う す）」） で圧力を かけて成形し 固形状に仕上げ

ますが、金型の表面に不具合があると 、錠剤が割れたり 、

欠けたり し て不良品と なっ てし まいます。

（ 株） ツ ー・ ナ イ ン ・ ジ ャ パン（ 以下、 TN J） は、 金型

の表面の磨き 上げ（ 研磨） や特殊な表面コ ーティ ン グな

ど、 不良品を 出さ ないために数多く のノ ウハウを 持つ、

金型製造で国内シェ ア3 割を 超えるト ッ プメ ーカ ー。

し かし 、そんな TN Jでも 製造上の「 悩み」があり まし た。

ノ ウハウの一つである「 杵」 の研磨の一つ一つを 熟練技

術者によ る 手作業に頼っ ていたため、 さ ら なる 生産性

の向上が困難な状況だっ たのです。

＜ 研磨の工程を 効率化し たい。 研磨工程の専

用機器ができ ないだろ う か… ＞

「 杵」 と「 臼」 の磨き 上げの効率化

TN Jの二九規長社長は、 こ の「 悩み」 を 解決する ため産

技研に相談。 令和元年度から 、 産技研と TN Jと の共同

研究がスタ ート し まし た。

産技研では、 製織機械を 扱う 西陣織業界の支援のため

に培っ てき た機械設計や電子制御の技術と 知見を 持つ

廣澤研究副主幹と 岩﨑主席研究員が、 TN Jと の共同研

究に着手。 試行錯誤の結果、 まず「 杵」 の研磨用の自動

加工機を 、 さ ら に「 臼」 の研磨の自動化にも 対応し た加

工機の開発にも 成功し まし た。

「 設定条件を 変えてテスト し ても き れいに仕上がら ず苦

心し たんです。 考えあぐ ねている と こ ろ に、 社長から

も ら っ た条件設定についてのアド バイ スで 、 研磨結果

が格段に良く なっ た。 やはり 熟練者のノ ウハウはすご

い。 共に研究し ていく と いう 姿勢がと ても 大事なんだ

と 痛感し まし た。」 廣澤研究副主幹は、 企業と 産技研そ

れぞれの強みを 融合し たから こ そ実現でき たと 当時を

振り 返り ます。

工場の自動化を 産業用ロボッ ト 活用で実現

金型の研磨の自動化は達成でき ま し たが、 TN Jのあく

なき 挑戦はと どまるこ と を 知り ません。

＜ 研磨用自動加工機に「 杵」 を セ ッ ト する の

に、 人が常駐し なければなら ない。 こ こ も

自動化し てより 効率を 上げら れないか… ＞

地域企業のチャ レンジを技術支援！

薬やサプリ メ ント など、 錠剤は私たちの日々の生活に身近な存在です。 錠剤の製造用金型の「 杵」

と「 臼」 を 製造する国内のト ッ プメ ーカ ー、（ 株） ツー・ ナイ ン・ ジャ パン は、 製造上の「 悩み」 を

産技研の技術支援で克服し 、 生産性の飛躍的な向上を実現し まし た。

フ ァ ク ト リ ーオート メ ーショ ンへの挑戦　 　 株式会社 ツー・ ナイ ン・ ジャ パン × 京都市産技研

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 工場の自動化）
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左から ： 丸岡主席研究員、 廣澤研究副主幹、 岩﨑主席研究員、

二九社長、 山本主席研究員

ト ッ プが語る 今後の展開と 、 産技研の役割

産技研の独自技術やノ ウハウを 活用し 地域企業・ 大学等と 共に技術開発や製品化に向け

た研究を 実施し ます。「 高度な技術課題を 解決し てほし い」「 異分野の研究者の知見を 取

り 入れたい」「 十分な人員・ 研究設備がない」 等、 ニーズに合わせて対応し ます。

共同研究・ 受託研究のご案内

産技研は共同開発を 継続。 産業用ロ ボッ ト メ ーカ ーと

も 連携し 、 ついに研磨作業全体を 自動化する システ ム

を 構築、 そし て工場の自動化（ フ ァ ク ト リ ーオート メ ー

シ ョ ン ＝FA） を 実現し 、 生産性を 3 倍に引き 上げる こ

と ができ まし た。

表面コ ーティ ング分析技術で品質と 生産性向上

一方、 錠剤を 型通り に成形する のに不可欠な表面コ ー

ティ ン グを 担当し たのは表面処理が専門の山本主席研

究員。 TN Jのノ ウハウである「 杵」 の表面の特性を 詳し

く 分析。また、金属分析を 得意と する丸岡主席研究員は、

電子線を 利用し てコ ーテ ィ ン グを 傷つけずに膜厚測定

する手法を 考案。

こ う し た分析技術を 駆使し て 、 錠剤の種類に合わせた

表面コ ーティ ン グ技術を 開発、 錠剤の品質と 生産性の

向上につなげまし た。

地域の「 も のづく り のパート ナー」 と し て

産技研は、 伝統技術から 先進技術までその守備範囲の

広さ が強み。 様々な角度から の技術アド バイ スによ り

難し い技術課題の解決にも 対応し ていま す。 地域企業

のニーズを 知り 、 技術課題の解決につなげる。 産技研

はこ れから も「 も のづく り のパート ナー」 と し て地域企

業の成長を 支援し ていき ます。

＜（ 株）ツー・ ナイ ン・ ジャ パン 代表取締役 二九規長氏＞

産技研には、 ロ ボッ ト メ ーカ ーと も 協力し て、 研磨加工機の

設計と ロ ボッ ト も 含む電子制御ま で幅広く 対応し ても ら い、

効率化のネッ ク だっ た研磨工程の自動化を 担っ ていただいた 。

FAに成功し 生産効率が大き く 向上し 、 大変助かっ ている。 こ

れはう ち だけではでき ない。 すごいこ と です。 難し い局面で

も 産技研の研究員が一緒に考えてく れた。 それが今の成功につながっ ています。 今後の目標は国内シェ ア5 割。 京都

から 、どんどん国内外へ製品を出し ていき たい。産技研には今後と も その技術力で支援をお願いし たいと 考えています。

＜（ 地独） 京都市産技研　 理事長　 西本清一＞

京都の製造業にと っ て、 技術後継者不足が将来のリ スク 要因になる と 予想さ れま す。

フ ァ ク ト リ ーオート メ ーショ ン（ FA） はその課題解決策の一つ。 中小企業には、 FA化

のハード ルが高いが、ツー・ ナイ ン・ ジャ パン は、産技研の支援を 活用し て実現さ れた。

地域企業のモデルケースになる グッ ド ・ プラ ク ティ ス（ 優れた取組） だ。 今後も 産技研

は、 地域企業と の共同研究の成果や蓄積さ れたノ ウハウを 基盤に、 生産性向上や高品

質化の技術支援を 拡大し 、 京都市域の産業発展に貢献し ていき ます。

詳し く はこ ちら

所 在 地　 京都市南区唐橋高田町3 7 番地　 　 　 電　 話　 0 7 5 -6 6 1 -8 7 1 1

事業内容　「 TN J TO P処理」を 用いた下地処理から 表面処理。 錠剤製造用金型（ 杵・ 臼） の製造・ 販売。

株式会社 ツー・ ナイ ン ・ ジャ パン

（ 株） ツー・ ナイ ン ・

ジャ パン　 園部工場

企業情報
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